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仙台まちづくり若者ラボ 

(1) 令和6年度事業の実施経過 

①日程 

令和6年 5 月 29日（水） 参加者募集開始（～６月 21 日（金）） 

 6 月 29日（土） 第 1回オープニングイベント・ワークショップ 

 8 月 9日（金） 第 2回ワークショップ 

 9 月 20日（金） 第 3回ワークショップ 

 12 月 2日（月） アクション報告会 

令和7年 1 月 17日（金） 第 4回ワークショップ 

 

②取組内容 

• 若者が「自分ごと」としてまちづくりに関わる実践的プログラム。 

• SNS、紙媒体、大学を通じた周知などにより参加者を募集。 

• 参加者 42 人が６チームに分かれて、約 5 か月にわたりワークショップ・フィールドワーク

を通じてまちづくりのアイデアを練り、成果を発表した。 

チーム アクション内容 

文化・芸術 

市内でまち歩きを行いながら、様々な文化を見つける活動

を実施。Instagram アカウントを開設し、商店街での街歩

きプランを発信。 

ビジネス 

起業をした人や企業を支援している人・施設へのフィール

ドワークや、起業のイメージについての街頭インタビューを

行い、情報発信を通じて起業の認知度を向上。 

スポーツ 

仙台をスポーツが楽しめる街にすることを目標に、プロス

ポーツチームに着目したアンケート調査やランニングイベン

トを実施。 

こども・教育 

学校や多世代交流施設へのフィールドワーク、こども向け

のイベント開催を通じ、年齢・国籍・障害等の境界をなくし、

小さな繋がりを感じる体験を創出。 

観光 

仙台の観光案内ができるようになることを目標に、フィール

ドワークで市内の様々な観光地を訪れるとともに、SNS を

活用した情報発信を企画。 

食 

市内の農家などに着目したフィールドワークを実施。生産

者を紹介するオリジナルのカードを制作し、イベントのブー

スで配布するなど情報発信を実施。 
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(2)令和 7年度以降の事業展開 

①より幅広い層の若者へのリーチ 

• 若者がまちづくり活動へ抱くハードルを下げるため、令和 6 年度「若者目線によるまちづ

くり情報の発信」の取材記事を本事業の参加者募集にも活用 

• 若者のタイムパフォーマンス重視の傾向を踏まえ、募集時に若者の趣向に合わせて SNS

を活用した投稿をするなど、より若者に訴求できる発信を行う 

 

②参加者と庁内関係課との交流促進 

• 市の担当部署にワークショップに参加してもらうなど、各分野の知見を活かしてチームへ

のアドバイスを行うことで積極的なアクションの後押しを行う 

 

 ユースチャレンジ！コラボプロジェクト 

(1) 令和 6年度事業の実施経過 

①日程 

令和6年 2 月 15日（木）  提案募集開始（～4月 30日（火）） 

 2 月 21日（水） 事前相談開始（～4月 19日（金）） 

 5 月 27日（月）・29日（水） 審査会 

 6 月上旬～ 事業実施 

令和7年 3 月 18日（火） 令和 6年度事業報告会（予定） 

 

②取組内容 

• 若者団体から身近なまちづくりに取り組む事業の提案を募集し、提案が採択された 6 団

体へ市が負担金を交付するとともに、担当課が若者団体と協働で事業に取り組んだ。 

事業名 提案団体 事業概要 

泉中央駅・地下歩道や

出入口階段を利活用し

た賑わい創出事業 

宮 城 大 学  

伊藤研究室 

泉中央駅から泉区役所南西側出入口へ続く地下歩道等を、

通行者にとって魅力的な場所とすることで泉中央地区の活

性化につなげることを目的に、アートワークを作成。 

親子で学ぼう情報リテ

ラシー教室 

TGU 情報リ

テラシー教室 

子どもたちの適切なネット利用や情報の信頼性などを学ぶ

機会を創出することで、子どもたちの情報リテラシーの向上

に寄与することを目的とし、小学生とその保護者を対象とし

た情報リテラシーに関する教室を複数回開催。 

てらいく主催 みんな

でパフォーマンス！！ 

～大学生と小学生によ

る筆の共演～ 

てらいく 

子どもが育つ環境において多様な世代との関わりが減少す

ることや、子ども同士での交流が減少しているという課題解

決に向け、若林区内の小学生を対象とした書道パフォーマン

スイベントを実施。 

SENDAI アイデアソン 
AIR 

FIELD 

東北の企業をより多くの若者に知ってもらうことを目的とし、

学生が企業の新規事業や悩み事について考えるビジネスコ

ンテスト『SENDAI アイデアソン』を大学生対象に開催。 
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ナガマチトレジャーウォ

ーク 

ながまちマチ

キチユースチ

ーム 

“謎解き”と、“意外と知らない地元のまち歩き”を組み合わ

せ、地域住民の商店街店舗の利用促進や地域の新たなプレ

ーヤー創出を目的とした家族対抗の謎解き宝探しイベント

『ナガマチトレジャーウォーク』を企画・運営。 

あべこべマルシェプロ

ジェクト 

NPO 法 人

UBUNTU 

障害のある方々に対しての捉え方や意識のパラダイムシフト

が起こること、親が子の成人後の進路について前向きな考え

方に変わることを目的とし、障害のある子どもやきょうだい児

が主体となって販売やワークショップを提供するマルシェを

実施。 

 

 

 

 

 

 

 

(2)令和 7年度以降の事業展開 

①より多くの若者団体からの提案を募る工夫 

• 新たに、応募開始後の事業説明会を行い、制度の説明や相談機会の増加に努める 

• 市が抱える課題に対して、より多くの団体が提案を行えるよう、市が提案の募集テーマを

設定する「テーマ設定型」において定めるテーマ数を増やす 

 

 

 仙台若者SDGs アワード 

(1) 令和6年度事業の実施経過 

①日程 

令和6年 6月 10日（月） 募集開始（～9月 16日（月）） 

 10 月 9 日（水）  一次審査 

       10 月 31 日（木）  参加団体交流会 

 11 月 16 日（土） 最終審査プレゼンテーション 

 

②取組内容 

• コカ・コーラ ボトラーズジャパン（株）、（一社）ワカツクと共に実行委員会形式で実施。社

会・地域の課題解決や SDGs の達成に寄与する活動を行う若者団体を表彰、発信。 

• 12 団体が応募し、一次審査を通過した 8 団体が最終プレゼンテーションへ参加。5 団体

が受賞した。 
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表彰名 受賞団体 主な活動 

最優秀賞 災強のすけっと 

・防災に関する体験型ワークショップイベントを開催。 

・幅広い世代の方々の手に取ってもらえるような防災教

材を作成。 

優秀賞 AIR FIELD 

・宮城県の中小企業が抱える課題を解決する新規アイデ

アについて学生と企業が考えるコンテスト「SENDAIアイ

デアソン」を実施。 

優秀賞 
宮城学院女子大学 

佐藤千洋ゼミ 

・大学生の「SDGs に関する意識調査」を実施し、その結

果をリーフレットにまとめ外部に発信。 

・企業と連携した「バイオマスプラスチック」を使用した商

品を企画・提案。 

仙台市特別賞 てらいく 

・地域の児童館を会場とした宿題のサポート、ペン習字指

導、レクリエーション活動を実施。 

・書道パフォーマンスイベント「みんなでパフォーマンス」

の開催。 

審査員特別賞 

尚絅学院大学ボラ

ン テ ィ ア チ ー ム

TASKI 

・震災の伝承活動や閖上中央町内会での夏祭りの企画・

運営など、東日本大震災の被災地でのコミュニティ支援

を中心とした活動の実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)令和 7年度以降の事業展開 

①応募団体を増やす取組みの強化 

• 著名な審査員からフィードバックが得られることや、参加団体同士での交流会を通じて団

体間での繋がりが生まれていることなど応募団体にとってのメリットを紹介 

• 大学等と連携し、更に多くの団体やゼミに本事業を周知 

 

②一般参加者の来場を増やす取組み 

• 最終プレゼンテーションの際、参加団体のみならず幅広く若者に来場してもらうため、本

事業の認知度向上に繋がる発信のほか、会場変更等も含めた検討の実施 
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 若者目線によるまちづくり情報の発信【令和6年度新規事業】 

(1) 令和6年度事業の実施経過 

①取組内容 

• 若者のまちづくり活動への参加を後押しするため、若者に訴求力のある民間のウェブメデ

ィア「COLORweb」に計 5 本の記事を掲載。プロジェクト名を「SENDAI 0⇄1 

PROJECT」とし、「COLORweb」で活動する学生チームが若者目線で取材等を実施し

た。 

• 事業内で設定した目標値である、１記事あたりのアクセス数500PV を全記事で達成。 

 

②公開日及び発信概要 

公開日 記事タイトル 取材先 
アクセス数 

※1月 6日時点 

8月 29日 
私の“好き"でこのまちの魅

力を伝えたい 

インフルエンサー兼 利府町地

域おこし協力隊 平嶋 愛 氏 
713 

8 月 30日 
何か 1 つ“好き”を子どもた

ちに見つけてほしい 
学生団体 杜宙実行委員会 993 

10 月 10 日 
やりたいができる居場所を

つくる 
学生ボランティア団体 てらいく 1,069 

10 月 24日 まちをつくるのはわたしたち 仙台まちづくり若者ラボ参加者 621 

10 月 31 日 
服からはじまる地域のつな

がり 
仙台リファッションデー 1,295 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)令和 7年度以降の事業展開 

①通年での情報発信 

• 記事の掲載回数を増やし、市の施策を含めた多様な取組みについて情報発信を行うこと

により、若者が様々な活動に参加する後押しをする。 

 

②記事閲覧者の属性を踏まえた発信 

• 令和 6 年度に各記事において実施したアンケートを分析し、記事閲覧者の属性や流入元、

記事を読んでの変化などを分析。令和 7 年度の発信にあたっては、よりターゲットに合わ

せて訴求できるような内容とする。 


